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第1章 概  要

1.イ 機種構成

EX20/40/40Hは、入出力点数120点以下の小規模制御に最適なプログラマブルコントローラです。EX20/40

/40Hを使用することにより、従来のリレー制御に比較し、制御盤の小型化、信頼性の向上、制御装置の設計

・製作期間の短縮等を容易に達成することができます。また、機械に組み込んで動作シーケンスを制御する

ことにより、従来のリレー制御では難しかった高度な制御を容易に実現することができます。

EX20/40/40Hは下の表に示す通り、EX20、EX40、EX40Hの 3機種の結称です。制御内容に合せて最適な

機種を選択して下さい。

①新型プログラマ (LCDプ ログラマVER.2)を 使用した場合には、 lkス テップのプログラム容量が使用

できますが、旧型プログラマの場合には0.5kステップまでです。

② EX40Hに はlkス テップと2kス テップの2タ イプがあります。

(2kステップタイプをご使用の場合には、P47「EX40H2kメ モリタイプ使用上の注意」をご覧下さい。)

③12(I)/8(0)は、入力12点、出力8点 を表します。

EX20 EX40 EX40H

メ モ リ 容 量 lkス テップO lkス テ ップ lkステップ/2kステッ却

処 理 速 度 60μs/ステップ 60μs/ステップ 3/s/ステップ

基 本 入 出 力 点 数 12(I)/8(0)③ 24(D/16(0) 24(I)/16(0)

最 大 入 出 力 点 数 24(1)/16(0) 48(I)/32(0) 72(1)/48(0)
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第1章 概

1.2 特 長

(1)図示プログラマの採用

大型 LCDを 使用したLCDプ ログラマにより、プログラミングはラダー図をそのまま入力するだけで

す。プログラムの作成、変更が容易で、また豊富なモニタ機能により、異常時の原因究明に便利です。

12)高速処理

EX40Hは シーケンス制御専用ビットプロセッサを内蔵していますので、3μs/ステップという高速でプ

ログラムを実行します。これにより、スキャンタイムによるタイミングのばらつきを大幅に改善できま

す。

(3)ROM書 込み機能内蔵

EX20/40/40Mは RAM、 ROMの いずれでも運転できます。またROM書 込み機能を本体に内蔵してい

ますので、外部のROMラ イタなしで、容易にプログラムのコピーを作ることができます。

“)ステップシーケンス命令

工程歩進制御にマッチしたステップシーケンス命令を持つています。

これにより機械の動作シーケンスに合ったプログラムを容易に作成することができます。

4.3 使用上の注意

EX20/40/40Hを使用するにあたって、特に次の項目にご注意下さい。

(1)EX20/40/40Hは電子機器ですので、本のかかるような場所や結露の起きるような場所での使用はおや

め下さい。

修)EX20/40/40Mを 組込んだ盤や装置を輸送する場合には、過度な振動や、衝撃が加わらない様十分ご注

意下さい。また、電源を投入する前に、外観上の損傷や、端子配線の混触等がないことを確認して下さ

(〕EX20/40/40Hを 用いたシステムにおける原因不明の誤動作の多くは外部ノイズが原因です。確実な接

地を行うほか、誘導負荷にはサージキラーを取付ける等、システムに合ったノイズ対策を行つて下さい。
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第2章  構成と仕様

2.4 システム構成

EX20/40/40Hのシステム構成を下に示します。

L C Dプ ログラマ(VE R  2 )
タイマ/カウンタアクセス

ユニット

基本ユニット

40点拡張
ユニツト

20点拡張
ユニツト

ユニット|

リンタインター

フェイスユニット
プリンタ (市販品

基本ユニ ンヽト EX20、 EX40、 EX40Hの 3機 種があります。

拡張ユニ ッ ト 入出力点数を拡張するために使用します。
4(0)、 8(0))、20点拡張 (12(I)/8(0))、
の3種類があります。

8点拡張 (8(I)、4(I)/

40点拡張 (24(I)/16(0))

LCDプ ログラマ EX20/40/40Hに プログラムを書込むために使用します。

タイマ/カウンタ

アクセスユニット

EX20/40/40Hの運転中に、 タイマやカウンタの現在値を表示したり、
設定値を変更するために使用します。

ROttIモ ジュール プログラムの保存装置として使用します。EPROMタ イプ (RM64)、
EEPROMタ イプ (RM16)の 2タ イプがあります。

プ リンタインターフェイス

ユニット

ROMモ ジュール内のプログラムをプ リントアウ トするため使用 しま

す。
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第2葺  構成と仕様

2.2 各部の名称と機能

名 称 機 ヒ
ヒ

苔
円

① 電 源 端 子 AC電 源供給端子です。

AC100V使 用時……

AC200V使 用時……
Ｍ

Ｍ

０

０

Ｃ

Ｃ

と100Vの 端子間に接続

と200Vの 端子間に接続

② ア ー ス 端 子 接地用端子です。第 3種 接地を行って下さい。

③ 入 力 端 子 入力機器を接続 します。(第3章 入出力参照)

④ 出 力 端 子 出力機器を接続 します。(第3章 入出力参照)

⑤ ア ラ ー ム 出 力 端 子 エラー発生時にONす るla接点です。(AC240V/DC24V-2A)

PCの エラー監視等に使用します。

⑥ ス トップ 入 力端 子 この端子への入力がONす ると、出力状態を保つたまま、プログラムの実行

を停止 します。(配線については第 3章入出力参照)

② D  C  O 端 子 外部に直流電源(DC10～30V-0.lA)を 供給する端子です。(無電圧接点入力

タイプのみ)

③ HALT/RUNス イッチ RUN側 にするとプログラムを実行し、HALT側 にすると全出力をOFFに

して実行を停止します。
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第2章  構成と仕様

EX40

②
C6ttTR性に【

r08B38BA

拡張ユニッ ト (40点拡張)

称名 ヒ
ヒ

４
日機

③ 状 態 表 示 L E D 電源正常時点灯

プログラム実行中点灯
エラー発生時点灯(全出力OFF)
バ ッテリ電圧低下時点灯

ROMモ ジュール装着時点灯

POWER

RUN・ …

ERROR

ALARM

PROWI

① 入力信号表示 LED 入力信号の状態を表示します。入力信号 ONで 点灯します。

① 出力信 号 表 示 L E D 出力信号の状態を表示 します。出力信号 ONで 点灯 します。

⑫ プ ログラマ ケーブル

接 続 ヨ ネ ク タ

LCDプ ログラマまたはタイマ/カウンタアクセスユニットを接続します。

○ ROMモ ジュール装着部 ROMモ ジュールを使用するとき、ここに装着 します。

(出荷時は空のケースがついています)

⑭ 基 本 ユ ニ ッ ト

拡張ケーブルコネクタ

拡張ユニ ッヽトを使用するとき、コネクタカバーを外し、拡張ケーブルを接続します。

拡張ケーブルは、拡張ユニットに付属 しています。

⑮ 拡張ケーブルコネクタ

(入力側)

基本ユニットまたは他の拡張ユニットの出力側コネクタと、拡張ケーブルで

接続 します。ヶ―ブルの抜け防止のため、コネクタカバーを装着して下さい。

⑩ 拡張ケーブル コネクタ

(出力側)

次段の拡張ユニットの入力側コネクタと、拡張ケーブルで接続 します。

ケーブルの抜け防止のため、コネクタカバーを装着して下さい。
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第2章  構成と仕様

2.3 入出力点数の拡張

EX20/40/40Hは拡張ユニットを接続するだけで、容易に入出力点数を拡張することができます。下表の組合

せが可能です。

●EX08は 8点拡張を、EX20拡張は20点拡張を、EX40拡張は40点拡張をそれぞれ表わします。

●EX20拡張は12点入力/8点 出力、EX40拡張は24点入力/16点出力にそれぞれ固定ですが、EX08は 8点

入力、4点入力/4点 出力、8点出力の3タイプありますので、EX08の組合せにより柔軟な入出力構成

が可能です。

構 成入出力点数

EX40

または

EX40H

EX40/40H

EX40/40H

EX40/40H

EX40/40H

EX40H

EX40拡 張
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第2章  構成と仕様

2.4 仕  様

2.4.1 -般 仕様

林l DC24V電 源タイプもあります。(DC24V±10%)
ネ2 1)20VA以 下 ;EX20基 本、拡張, 2)25VA以 下 ;EX40/40H基 本、拡張

2.4.2 外形寸法

(l)本体
φ

// 
 取付穴

偲
――――

隅

円 〔mm〕
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電 源 電 圧中1 AC85～ 132/170～250V 47～63Hz

消 費 電 力Ⅲ2 1)20VA以 下 2 ) 2 5 V A 以 下

瞬 時 停 電 10ms以 内で連続運転

絶 縁 耐 圧 AC1500V-1分 間

使 用 温 度 0°C～ 60°C

保 存 温 度 -15°C～ 75°C

湿 度 10～95%RH(結 露のないこと)

耐 振 動 」ISC-091lII B 3種 (16.7Hz 3mmP― P X、Y、Z各 方向30分)

耐 衝 撃 JISC-0912に 準拠 (X、 Y、 Z各 方向10G-3回 )

耐 ノ イ ズ 1000V-1/s,NEMA ICS 3-304準拠

雰 囲 気 可燃性,腐 食性ガスのないこと

接 地 第 3種 接地

概 略 重 量 ( k g )

EX20基 本 :2.0

EX40基 本 :2.5

EX40H基 本 :2.5

LCDプ ログラマ :0.3

EX20拡 張

EX40拡 張

EX08拡 張

０

　

５

　

５

１

　

１

　

０

① ① ⑥ ◎ ⑤ ① ⑥

EX20(基 本,拡張) ０４ ５８ ０ ０ 112 122 ０

EX40/40H(基 本,拡張) ０２３ ５６２ ００ 110 112 ２ ０

EX08(拡 張) ５３ ０８ ００ 110 ２ ２２ ０

〔mm〕

(2)LCDプ ログラマ



第2葺  構成と仕様

2.4.3 機能仕様

項 目 EX20Ⅲ l EX40 EX40H

処 理 方 式 ス トアー ドプログラム サイクリックスキャン方式

プログラミング方式 ラダーダイアグラム方式

プログラム

メ モ リ

容 量 lkス テ ップ lkス テ ップ lkステップ/2kステップ・2

素 子 CMOS RAM(バ ノヽテリバ ッヽクアッラデ)/EPROM、 EEPROM

実 行 速 度 60μs/ステップ 3μs/ステップ

入 出 力

基 本 点 数 12(I)/18(0) 24(I)/16(0) 24(I)/16(0)

最 大 点 数 24(I)/16(0) 48(I)/32(0) 72(I)/48(0)

入 力 方 式 無電圧接点入力、AC100V入 力t DC24V入 力

出 力 方 式 リレー出力、 トライアック出力、 トランジスタ出力

命 令

a接 点、b接 点、微分接点、

トロール、ジャンプ、 フリ

トレジスタ、エンド

コイル、タイマ、カウンタ、マスターコン

ップフロップ、ステップシーケンス、シフ

内 部 記 憶

内 部 出 力( R ) 128済宝 128点 128点

ラ ッ チ 出 力( L ) 128方転 128浜転 128】転

タ イ  マ(T) 16(0.1～ 999.9s) 16(0。1～999.9s) 64(0.1-999.9s)

カ ウ ン タ( C ) 16(1～ 9999) 16(1～ 9999) ４６ 1～ 9999)

シフトレジスタ(S) 128点 128点 128点

自 己 診 断

L E D 表 示 POWER、  RUN、 ERROR、 ALARM、  PROM

診 断 項 目 ウォッチ ドッグタイマチェック、メモリチェック、実行時間チェック

パッテリ電圧チェック

ホ1:と の表はLCDプ ログラマ VER.2を 使用したときの仕様を示したものです。EX20に 旧型プログラマを使用したときには次の

制約があります

プログラム容量

命  令

内部出力

ラッチ出力

タ イ マ

カウンタ

05蜂 ステップ

微分接点、ジャンプ、フリップフロップ、ステップシーケンス、シフ トレジスタが使用不可

64点

64点

8 点

8 点

■2:EX40H 2kス テップメモリタイプを使用する場合にはLCDプ ログラマ VER 2が 必要です。
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第3 章 入 出 力

3.1 ユエットの種類

EX20/40/40Hには入出力方式により各々 次の7種類のユニットがあります。

入 力 方 式 出 力 方 式

①

無電圧接点入力

リ レ ー 出 力

② トラ イ ア ッ ク 出 力

③ トラ ン ジ ス タ 出 力

④
AC100V入 力Ⅲ リ レ ー 出 力

⑤ トラ イ ア ッ ク 出 力

⑥
D C 2 4 V入 力・ リ レ ー 出 力

⑦ トラ ン ジ ス タ 出 力

ホA C 1 0 0 V入 力とD C 2 4 V人 ヵの機種にはD C O端 子 ( D C 2 4 V供給端子)は ありません。

本章では入力、出力別に仕様、端子配線および適用上の注意を述べます。
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第3 章 入 出 力

3.2 入力仕様と適用上の注意

3.2.1 無電圧接点入力

(|)仕様 (2)回路構成

13)端子配線

EX20

無電圧接点入力

入力電圧 DC10～ 30V(内 部供給)

入力電流 10mA(DC24V)

ONデ ィレー 7.5ms

OFFデ ィレー 15rns

O N 電 圧 接点 閉

OFF電 圧 接点 開

絶縁耐圧 AC1500V-1分 問

EX20

T08H8BA

所 瑯

EX40

TC8田8BA
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第3 章 入 出 力

14)無電圧接点入力に関する注意事項

●入力信号読込み可能時間

入力信号のON/OFF状 態を完全に読込むための条件は、

入力ON時 間≧ONデ ィレー時間 (7.5ms)+1ス キャンタイム

入力OFF時 間≧OFFデ ィレー時間 (15ms)+1ス キャンタイム

となります。

●無接点機器との接続

無接点機器 (近接スイッチなど)を 使用する場合には下図のように接続して下さい。

―一一――
司

―― ―
¬

無接点機器や表示付スイッチを使用する場合には、

て下さい。

OFF時 のもれ電流が l mA以 下のものを使用 し

ＣＰ

Ｉ
□

ヨ

- 1 1 -



第3章  入 出 力

3.2.2 AC100V入 力

(1准様 (2)回路構成

13)端子配線

ＸＥ

AC100V入 力

入力電圧 AC85～ 132V

入力電流 10mA(AC100V)

ONデ ィレー 15コns

OFFデ ィレー 15コns

ON電 圧 75V

OFF電 圧 25V

絶縁耐圧 AC1500V-1分 問

AC10oV

r A L A R M l 「N C コ 十 。コ  + 1 ¬  + 2 ¬  + 3 ¬  + 4 コ  + 5 ¬  + 6 ¬  + 7 ■

AC100V

EX40

ra8田 8BA

オ 鵠

一一



第3章  入 出 力

(4)AC100V入力に関する注意事項

●入力信号読込み可能時間

入力信号の ON/OFF状 態を完全に読込むための条件は、

入力ON時 間≧ONデ ィレー時間 (15ms)+1ス キャンタイム

入力OFF時 間≧OFFデ ィレー時間 (15ms)+1ス キャンタイム

となります。

●交流入力回路において接続機器間の配線が非常に長い場合や、一括ケーブル芯数が多い場合、ケーブル

相互間のケーブル容量により、充電線から開放線に誘導電流が流れ、接点開放にもかかわらず、入力に

ONレ ベルに達する電圧が発生 し、OFFを 検出できない状態が発生 します。

この場合、PCの 入力とヨモン間に抵抗または抵抗十コンデンサを取付けるか、ケーブル容量の少ない一

括シール ドケーブルをご使用下さい。

「
‐

― ― 一 一 一 一 ― 」

接点開

●無接点スイッチ等で交流開閉型の出力機器との接続例を示します。

― ‐一 ― ― 一 一 」

― ― ― ― 」

無接点スイッチ

交流開閉型の無接点スイッチを使用する場合、OFF時 のもれ電流により、OFFが 検出されないことがあ

ります。もし接続機器のもれ電流が 1.7mA以 上ある場合にはブリーダ抵抗を取付けて下さい。
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第3章  入 出 力

3。2 . 3  D C 2 4 V入 力

(l  l f■様 (2)回路構成

得)端子配線

EX20

DC24Vブ 力ヽ

入力電圧 DC20,4～ 26.4V

入力電流 10mA(DC24V)

ONデ ィレー 7.5ms

OFFデ ィレー 151ns

O N 電 圧 Ｖ６

OFF電 圧 Ｖ５

絶縁耐圧 AC1500V-1分 間

DC24V

EX20

T03HIBA

に す

DC24V

EX40

708"BBA
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第3 章 入 出 力

14)DC入力に関する注意事項

●入力信号読込み可能時間

入力信号の ON/OFF状 態を完全に読込むための条件は、

入力ON時 間≧ONデ ィレー時間 (7.5ms)+1ス キャンタイム

入力OFF時 間≧OFFデ ィレー時間 (15ms)+1ス キャンタイム

となります。

●接点によっては規定の入力電流10mAで は接点の接触信頼性を保証できないものがあります。このよう

な場合にはブ リーダ抵抗 (R)を 取付け、ダミー電流を流して下さい。

ブリーダ抵抗 (R)の 決定

Ｖ

一‐一‐
．

〓Ｒ

殊ット数P>半×仏5～"

●LED表 示付スイッチなどを使用する場合、スイッチが OFFに もかかわらず、電流が l mA以 上流れる

とPC側 が ONと 判断 してしまうことがあります。この場合、ブリーダ抵抗 (R)を 取付けるか、また

はもれ電流がlmA以 下のスイッチを使用して下さい。

ブリーダ抵抗
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第3章  入 出 力

3.3 出力仕様と適用上の注意

3 . 3 . 1  リレー出力

(l准様 (2)回路構成

僧)端子配線

EX20

リ レ ー 出 力

定格電圧 AC100～ 240V、 DC24V

最大負荷電流

2A/点 (抵抗負荷)
lA/点 (誘導負荷)
4A/4点 コモン

最大ラッシュ電流 6A/100コns

ONデ ィレー 15ms以 下

OFFデ ィレー 10ms以 下

リーク電流
0.9mA/AC100V以下
1.8mA/AC200V以下

最小負荷電流 20mA/DC12V

絶縁耐圧 AC1500V-1分 間

EX20

T033tl口A

ゐ ヅ

EX40

708Bt8BA

ぼ ケ

T16-



第3 章 入 出 力

(4)リレー出力に関する注意事項

●出カリレーの開閉寿命は10万回 (電気的)、2000万回 (機械的)で す。

●リレー負荷電流は1点当たり2A、 4点 コモンの場合は合計4Aで す。過負荷保護のために仕様に合った

ヒューズを取付けて下さい。ヒューズで保護しませんと負荷短絡時等、パターンを焼損する恐れがあり

ます。

●出カサージ保護

出力に誘導負荷を接続した場合、OFF時 に比較的大きなエネルギーの過渡電圧が発生します。このサー

ジ電圧は、出カリレーの接触不良の原因になることもあります。また外部配線で引き回されている場合

には他の信号系への悪影響も考えられますので、このような場合、必ず誘導負荷と並列にサージ吸収素

子を取付けて下さい。

サージ吸収素子

●フライホールドダイオードーN―(直流時のみ)
逆耐圧 :回路電圧の 2倍以上

順方向電源 :負荷電流以上

●パ リスタ、TNR、  トランシル ‐」
半
一

双方向過電圧吸収素子で回路電圧に見合うものを選ん

で下さい (400～600V程 度)

●スナバ (CR)回 路 引 H王 トー

R:コ イル電圧 lVに 対して05～ 10

C:コ イル電流 lAに ナ寸して0,5～ l μF

(無極性ヨンデンサ400V以 上)

●リレー出力回路にはスナパ(CR)回路を内蔵しているため、交流負荷電源の場合0。9mA(AC100V)/1.8

mA(AC200V)以 下のもれ電流が流れます。このもれ電流により負荷が誤動作する場合には、負荷と並

列にブリーダ抵抗を入れて下さい。

サーシ吸収素子

交流負荷電源

サージ吸収素子
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第3章  入 出 力

3.3.2ト ライアック出力

(l)仕様 (2)回路構成

ほ)端子配線

EX20

EX40/40H

トライアック出力

定格電圧 AC100～ 120V

最大負荷電流 lA/点 (抵抗負荷)

最大ラッシュ電流 30A/30ms

飽和電圧 最大 2V

ONデ ィレー 0.lms以 下

OFFデ ィレー 10ms以 下

リーク電流 lmA以 下

最小負荷電流 10mA

絶縁耐圧 AC1500V-1分 間

― ― 」

EX20

TOSHBBA

こ ケ
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第3章  入 出 力

(4)トライアック出力に関する注意事項

●トライアック出力の最大負荷電流は1点 当りlA、 4点 コモンで4Aで す。過負荷保護のために

仕様に合ったヒューズを取付けて下さい。

●出カサージ保護

出力に誘導負荷を接続した場合、OFF時 に比較的大きなエネルギーの過渡電圧が発生します。こ

のサージ電圧は、PCの 誤動作の原因になることもあります。また外部配線で引き回されている場

合には、他の信号系への悪影響も考えられますので、このような場合、必ず誘導負荷と並列にサ
ージ吸収素子を取付けて下さい。

「
~ ●バ リスタ、TNR、 トランシル キ

双方向過電圧吸収素子で回路電圧に見合うもの

を選んで下さい (400～600V程度)

[ _ _ _ _

●スナバ (CR)回 路 引 圧王トー

R:コ イル電圧 lVに ナ寸して0.5～ 1

C:コ イル電,荒lAに ナ寸して05～ 1

(無極性ヨンデンサ400V以上)

０
だ

●トライアック出力回路にはスナバ (CR)回 路を内蔵 しているため、OFF時 に l mA以 下のもれ電流が

流れます。このもれ電流により負荷が誤動作する場合には、負荷 と並列にブ リーダ抵抗を入れて下さ

い 。

交流負荷電源

サージ吸収素子

-19-



第3章

3.3.3 トランシスタ出力

(|)仕様 (2)回路構成

13)端子配線

EX20

T03H3日 A

EX40/40H

トランジスタ出力

定格電圧 DC24V

最大負荷電流 lA/点 (抵抗負荷)

最大ラッシュ電流 10A/20ms

飽和電圧 最大2V

ONデ ィレー 0.3ms以 下

OFFデ ィレー 2ms以 下

リーク電流 0.2mA以 下

最小負荷電流 lmA

絶縁耐圧 AC1500V-1分 聞

練 阻

一
０

一



第3 章 入 出 力

(4)トランジスタ出力に関する注意事項

●出力電流の合計が 8点 出カタイプでは4A、 16点出カタイプでは8Aを 超えることがないように注意 し

て下さい。

●出カサージ保護

出力に誘導負荷を接続 した場合、OFF時 に比較的大きなエネルギーの過渡電圧が発生 します。このサー

ジ電圧は、PCの 誤動作や出カ トランジスタの破壊の原因になることがあります。このような場合、必ず

誘導負荷 と並列にサージ吸収素子を取付けて下さい。

サージ吸収素子

●フライホールドダイオードーD―
逆耐圧 :回路電圧の2倍以上

順方向電源 :負荷電流以上

サージ吸収素子
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第4章  取付 ・配線

EX20/40/40Hは環境条件に優れた汎用プログラマブルコントローラですが、システムの信頼性を高め、機能

を十分に発揮させるために本内容を一読の上、設置して下さい。

4.1 設置場所環境

EX29/40/40Hの設置にあたっては、次のような場所は避けて下さい。

●周囲温度が 0～ 60℃ (垂直取付)の 範囲を越える場所

●相対湿度が20～90%の 範囲を越える場所

●急激な温度変化により結露するような場所

●許容値を越える振動や衝撃が加わるような場所

●腐食性ガス、可燃性ガスのある場所

●じん埃、塩分、鉄粉が多い場所

●直射日光の当る場所

またEX20/40/40Hを 収納した盤の設置にあたっては、次の事項に注意して下さい。

●高圧盤 ・動力盤とはできるだけ離して設置して下さい。(200mm以 上)

●高調波機器や設備がある時には、収納盤を確実に接地して下さい。

●他の盤とチャネルベースを共用する時には、他の盤や機器からの漏れ電流がないことを確認して下さい。

-23-



第4章  取付 ・配線

4.2 取付方法

4.2.1 取付上の注意

収納盤内での取付は、操作性 ・保守性 ・耐環影性を十分考慮した上、行って下さい。

●EX20/40/40Hの 使用温度条件は0～ 60℃ (垂直取付)で すが、LCDプ ログラマを装着 したままご使用

になるときは、使用温度条件が 0～ 40℃になります。ご注意下さい。

●発熟量の大きい機器 (ヒータ、 トランス、大容量の抵抗等)の 真上に取付ける事は避けて下さい。

●天丼取付はおやめ下さい。(垂直取付けを原則とします。)

●プログラマの操作やユニットの変換が容易にできるようなスペースを取って下さい。

また通風スペースを十分に取 り、周囲温度が60℃以上になる時は、ファンまたはクーラーによる強制冷

却を行つて下さい。

●じん埃の多い所では防じんを考慮 した収納盤をご使用下さい。

●高圧機器 ・動力機器 (高圧線 。動力線)か らは保守 ・操作の安全性を考えなるべ く離 して下さい。(200

mm以 上離 して下さい)

ゴ匠:
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第4章  取付、・配線

4.2.2 盤取付寸法

盤への取付はM4ネ ジを使用 して下さい。

EX40/40H

40点拡張ユニット

EX20

20点拡張ユニ.ント
8点 拡張ユニット

拡張ケーブルは長さによって50cm、30cm、8 cmの 3種類があります。40点拡張ユニット、20点拡張ユ

ニットには標準で30cmの拡張ケーブルが付属されています。また8 cmの 拡張ケーブルは8点拡張ユ

ニットに付属されています。(8 cmの ケーブルは8点拡張ユニット専用)

取付位置は拡張ケーブルの長さも考慮して決定して下さい。

4.2.3 D:Nレ ールヘの取付

EX20/40/40Hに はDINレ ール(35mm)に 取付けるた

めのアタッチメントが裏面に標準装備されています。

取付ける場合にはユニット上部のツメをDINレ ール

にかみ込ませてから、下部をそのまま押 し込みアタッ

チメントにかみ込ませて下さい。
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第4章  取付 ・配線

4.3 拡張ユエットの接続

拡張ユニットの接続は拡張ケーブルを接続することによって行います。下の図のように接続して下さい。

イ
①

＼
＼

＼
＼

②

①50cmケーブル (別売)

②30cmケーブル (付属)

③8cmケ ーブル (付属)

拡張ユニットには各々次の長さの拡張ケーブルが付属されています。

●40点拡張ユニットーー30cm拡 張ケーブル

●20点拡張ユニットーー30cm拡 張ケーブル

●8点拡張ユニットーー 8 cm拡 張ケーブル

ユニットの配置によっては拡張ケーブルの長さが足 りない場合があります。このような場合は別売の50

cmケ ーブルを使用 して下さい。

注意 :(1)拡 張ケーブルを接続後、ケーブルの抜け防止のためコネクタカバーを装着して下さい。

(2)拡張ケーブルに過度のねじれ、引張がかからないように注意して下さい。
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第4章  取付 ・配線

4.4 配線方法

4.4.1 電源と接地の配線

一  C

AC電 源  _
一  C

ツイス トペア

部□

端子ネシ :M3.5

承破線はAC200V使 用時

●電源条件

電源電圧:含
:;|十半蜜 1含:告;岳と,:‖↓))47～63Hz

消費電力:25VA以 下一一EX40/40H、40点拡張ユニッヽト

20VA以 下一一EX20、 20点拡張ユニ ッ ト

5 VA以 下一-8点 拡張ユニ ッ ト

瞬時停電 :10ms以 内で連続運転

●電源には安全上 また耐ノイズ性向上のため絶縁 トランスまたはノイズフ ィルタを入れて下 さい。

●電源線には 2 mm2以 上のツイス トペアケーブルを使用 し、動力線、入出力線 とは分離 して下 さい。

●基本ユニットと拡張ユニットは同時に電源ON/OFFで きるように配線して下さい。

●接地線には2 mm2以 上のケーブルを使用し、強電アースとの共同を避け、単独に第3種以上の接地を行

つて下さい。
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第4章  取付 ・配線

4.4.2 入出力配線

入力線 動力線

端子ネジ :M35

●電源線と入出力線は分離 して配線 して下さい。

●性質の異なる信号線 (入力と出力、直流と交流)は 分離 して配線 して下さい。

●拡張ケーブルは配線ダク トに入れず、できるだけ離 して下さい。

●入出力線 と動力線は200mm以 上離 して下さい。

●入出力線としては1.25mm2程度のケーブルの使用をおすすめします。

●入出力配線にあたつては入力、出力状態表示 LEDが 見やすいように考慮して下さい。

２００ｍｍ以．Ｌ日
肘
附
附
僻
附
肘
附
ぺ
湘

以

例

惚

協

例

以

円

陶

陽

腸

例

以

例

阿

円

附

陽
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第4葺  取付 ・配線

電源投入前チェック

E X 2 0 / 4 0 / 4 0 Hへの

電源投入 と状態確

認

入力のチェック

出力のチェック

全電源 OFF

4.5 電源立上げと確認

EX20/40/40Hの 取付 ・配線が完了したら、以下の手順に従って機器が正常であることを確認 して下さい。

注意 :入出力機器へ電源を投入する場合には、安全上 、マグネットスイッチやソレノイドバルブが動作

しても、機械や設備が動作することのないように動力回路を切って下さい。

このほかにも安全には十分心がけて下さい。
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第4章  取付 ・配線

0電 源投入前のチェック

OEX20/40/40Hへ の電源投入と状態確認

EX20/40/40Hに 電源を投入する前に最低限次のことを確認して下さい。

●ユニットが確実に取付けられていること

●拡張ケーブルが確実に接続されていること

●電源線、入出力線はネジのゆるみがなく確実に配線されていること

●供給電源は仕様範囲内であること。またAC100/200Vの 選択が正しく行f

われていること

1)基本ユニットの表面にあるHALT/RUNス イッチをHALT側 にしま

す。

2)EX20/40/40Hの電源をONし ます。

3)基本ユニット表面の状態表示LEDで POWER LEDだ けが点灯するこ

とを確認して下さい。

P R O M

A L A R M

E R R O R

R U N

POWER

4 ) L C Dプ ログラマを接続 します。

LCDプ ログラマの画面上に次のようなメッセージが表れることを確認

して下さい。

ソフ トウェアの改変番号です。
パーションにより表示は異なり

ます。

囲 囲 団 □ 固
D を

デ ⅢI 号を言吾s 砿

のように十 操作をして、E X 如畑 如H の メモリ
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第4章  取付 ・配線

0入 出力機器への電源投入

0入 力のチェック

6 ) L C Dプ ログラマの画面上に次のようなメッセージが表れることを確認

して下さい。

7)基本ユニット上のHALT/RUNス イッチをRUN側 にしてEX20/40/

40Hを 運転状態にします。

このとき状態表示LEDの うちROWERと RUNが 点灯することを確

認して下さい。

PROM

ALARM

ERROR

R U N

PO Vヽ ER

●入出力機器に電源を投入します。

このときシステムに異常がないことを確認して下さい。

●入力機器(押ボタン、 リミットスイッチ等)を手動でON/OFFさ せ、対

応する入力信号LEDが 点灯することを確認して下さい。

またこのとき、入力信号が正 しく読み込まれていることを、LCDプ ログ

ラマのプロックモニタ機能を使って確認 して下さい。(操作についてはプ

ログラミング説明書参照)

●全ての入力信号について確認を行って下さい。
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第4葺  取付 ・配線

塵∃  
●左のキー操作 によりYOは OFFし ます。

●同様のキー操作で他の出力についてもON/OFFさ せ、EX20/40/40Hの

出力信号LEDが ON/OFFす るとともに、出力機器(マグネットスイッ.

チ、ランプ等)が ON/OFFす ることを確認して下さい。

0全 電源 oFF        ●以上でEX20/40/40Hの基本的な動作確認と外部機器の配線及び動作確

認は終了です。全ての電源をOFFし て下さい。

●実際にはこの後 、次の手順でシステム設計を進めることになります。

EX20/40/40Hへ のプログラム打込み

プログラムデバッグとシミュレーション

0出 力のチェック      ●出力のチェックはEX20/40/40Hの 強制出力機能を用いて行うと、電線

で短絡させて行うのにくらべて、安全で簡単です。

匝□ 区ヨ 匿ヨ 
・左のキー操作は出力の 0番 (YO)を 強制的にONさ せる操作です。

↓

団

↓

囲
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第5章  保守と点検

システムが常に正常な動作を保つためには、次のような日常および定期点検が必要です。万一不具合が発生

した場合、いかに短時間にシステムを復旧させるかが重要となります。以下に各点検事項 と不具合時の復帰

処置を述べます。

5。1 日常点検

０Ｎ 点 検 項 目 点 検 内 容 判 定 基 準 異常時の原因

CPU部 表 示 ラ ンプ

点灯確認

“
P O W E R " L E D の 確

認

正常時点灯 消灯時、AC供 給電源の

異常、ヒューズ溶断等が

考えられる。
“
RUN"LEDの 確認 正常運転時点灯 消灯時,HALT/RUN切

換えスイッチ、CPU本 体

の異常が考えられる。
“
ERROR"LEDの 確

認

異常時点灯 点灯時、CPU本 体の異常

が考えられる。
“
ALARM"LEDの 確

認

バ ッテ リ電圧低下時点灯 バッテリ装着状態の異常、
バッテリ電圧低下

０
ち 入出力部表示ランプ

点灯確認

入力 LEDの 確認 接 続 機 器 O N 時 点 灯

OFF時 消灯

入力電源の異常、もれ電

流,ま たは接続機器の故

障、PC内 部の LED断 線

等が考えられる。

出力 LEDの 確認 LED点 灯時、接続負荷駆

動、消灯時負荷停止

負荷電源の異常、もれ電

流、または負荷の故障、

PC内 部の LED断 線 等

が考えられる。

３ 電圧チェック P C供 給電源の電圧測

定

許容電源電圧変動範囲内

であること

テスタ、デジボルにて測

定し、スライダック,ト

ランス等で調整する。

入出力部の電圧測定 接続機器及び PC入 出力

部の仕様内であること
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5。2 定期点検

下記の項目を定期的 (3ヶ月に 1度 程度)に 確認 して下さい。

No. 点 検 項 目 点 検 内 容 判 定 基 準 備 考

1 取付け状態 ユニ ッ ト取付けネジの

確認

ユニットがガタついてい

ないこと、また強度のネ

シ締めつけによるケース

破損がないこと

ドライバー等工具を使用

２

接続状態 電源 ・入出力配線の確

認

端子ネジにゆるみのない

こと

ケーブルが断線、裸線に

なってないこと

圧着端子どうしの接触が

ないこと

圧着端子、ニッパ、 ドラ

イパー等工具を使用

拡張ケーブル接続状態

を確認

コネクタの抜けのないこ

と

損傷のないこと

コネクタカバーの取付け

確認

３
０ 周囲環境のチェック 周囲温度の確認 P Cの 仕様範囲内である

こと

温度計、湿度計による測

定。ファンクーラー等に

よる温度 ・湿度の調整

周囲湿度の確認 PC仕 様範囲内であるこ

と

特に結露のないこと

周囲雰囲気の確認 ほこり、腐食性ガス等に

よるPCの 変色、変形、損

傷がないこと

PCの 変色、損傷がひど

い場合はユニット交換

腐食性ガスの発生を押さ

えるよう考慮すること

４

安全性のチェック 接地の確認 接地ケーブルに異常がな

いこと

接地抵抗が規定値内であ

ること

テスタ、その他工具を使

用

５ プログラムのチェッ

ク

バ ックアップの ROM

モジュールと本体との

比較を行う

一致 していること 一致 していない場合は原

因調査

6 部品チェック 予備品、寿命部品等の

確認

リレー、バッテリ、ヒュ
ーズに異常がないこと

ユニットの変換、該当す

る部品の交換をする
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5。3 トラブルシューティング

システムに異常が発生した場合には、まず異常内容を十分に把握した上で、その原因が機械側にあるのか、

それとも制御装置 (PC)側 なのかを見極めることが大切です。また1つの異常原因が2次的な異常を引き起

こしている場合も多くありますので、異常原因の究明にはシステムとして総合的に判断することが必要です。

以下にEX20/40/40Hに 関連する異常現象と、その推定原因および復帰処置について述べます。異常発生時に

役立てて下さい。なお、速やかな復旧作業を行うために、予備ユニットのご用意をおすすめします。

3.3,1 電源関係の異常

1    

推 定 原 因

    |

電源端子で電圧 を測定

し、仕様に合った電源を

供給する

ヒューズを変換する

またヒューズ切れの原

因を調査する

D C O出 力端子に仕様に

合った電圧が出力され

ていない

D C O出 力のヒューズが

切れている ユニット交換を行う

D C O 出力 の 容 量0 1 A

を越えないようにする
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5。3.2 cPu関 係の異常

1  

現 象

 | 1   
推定原四

   十

電源OFF/ONし て正常

復帰するかチェックす

る

RUN LEDが 消灯 し

ERROR LEDが 点灯

している

ノイズ発生源にノイズ

対策を行う

電源OFF/ONし てエラ
ー リセ ット後 (HALT
にして)プ ログラム内容

をチェック

パッテリ電圧異常

(電源投入時に発生 し、

ALARM LED点 灯)

パッテリの装着状態を

チェックする

バ ンヽテリを変換する

ス トップ信号の状態を

チェックする

ス トップ入力信号がON

している

CPU基 板装着状態異常
C P U基 板を外 し、再度

挿入してみる

-36-



第5章  保守と点検

5。3.3 入力関係の異常

1  

現 象

 | 1    

推 定 原 因

   | 1  

処 置

 |

入力機器がON/OFFし

て も入力信 号L E D が

ON/OFFし ない

入力電圧が仕様範囲外

入力機器の仕様がEX20

/40/40Hの入力仕様に

合わない

第 3章 入出力の注意事

項を確認する

入力回路の損傷 ユニット交換

入力信号LEDが ON/

OFFし ても信号がCPU

に読込まれない

1/0デ ータパス異常

拡張ケーブルの接続 を

確認する

CPU基 板を外 し再度挿

入して確認する

ストップ入力信号がON

している RUN LEDが 点減 して
いないか確認する
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5.3.4 出力関係の異常

1    

推 定 原 因

   |

L C Dプ ログラマの検索

機能により多重出力の

チェックを行う

プログラムのⅢに多重

出力が存在している
プログラマで確認する

とON/OFFし ているの

に、対応する出力信号

LEDが ON/OFFし な
い

1/0データバス異常

拡張ケーブルの接続 を

確認する

出力用電源が供給 され

ていない
出力用電源のチェック

出力信 号LEDは ON/

OFFし ているのに出力

機器が駆動されない

外部配線のチェック

出力機器の仕様がEX20

/ 4 0 / 4 0 H の出力仕様に

合わない

第 3章 入出力の注意事

項を確認する

ユニット交換
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5.4 部品交換

5。4.1 パ ッテ リの交換

メモリバ ックアップ用バ ッテリの有効期限は約 5年 です(使用条件により多少異なります)。パ ッテリ装着

年月ラベルにご注意いただき、有効期限内にバッテリの交換を実施 して下さい。(ラベルは基本ユニット側

面に貼ってあります)。

なお、バ ノヽテリの電圧が低下 しますと、基本ユニット上の ALARMラ ンプが点灯します。なお、ALARM

ランプ点灯後、電源をOFFし ても14日以内はメモリの内容は保持されますが、安全のため運転再起動はで

きません。

また、バ ッテリを交換するときは、 5分 以内に新 しいバッテリの装着を終えて下さい。これ以上かかりま

すと、メモリの内容が消えてしまいます。

バックアップのために、プログラムをROMモ ジュール にセーブしておくことをおすすめします。

●交換手順

◇

_ROMモ
ジュ"レ

(1)電源を切ります。

C)ROMモ ジュールを取り外します。

( 3 )表面カパーのネジをゆるめ、

します。

表面カバーを取り外

正面カバーツメ

“)ユニット中央に実装されているCPU基 板を抜き

取 ります。

なお、抜 き取 ったCPU基 板は、平 らな絶縁物

(本、ゴム等)の 上に置いて下さい。

炒ヾ
ビ
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6)CPU基 板上のパ ンヽテリを下の図のように交換 します。

なおバ ッテリを外 している時間は5分以内として下さい。これ以上かかりますとメモリの内容が消えて

しまいます。

くタイブ2 〉

LCDプログラマ用コネクター

HALT/RUNスイッチ

状態表示用発売ダイオード

|

コネクター

/

′` ンテリ用コネクター

モ"伽り

静
ギ花ほ取札

ジ"

臀
ュ
ふ

′
　
げ

】

インシュロンク(取り外し可能)

(61 CPU基 板を本体に差 し込みます。

このとき内部コネクタが確実に挿入されたことを確認 して下さい。

仔)正面カバーをユニットに取 り付けます。

正面カバーのツメが正 しく挿入されていることを確認 して下さい。またカバー取付ネジは3～ 5 kgocm

の トルクで締めつけ、ネジ山を壊さないように注意 して下さい。

(8)バッテリ装着ラベルにバッテリ交換 日を記入しておいて下さい。

注意 :1)バッテリは早めに交換することをおすすめします。

2)交換バッテリは特注品です。幣社にご注文下さい。
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5.4,2 ヒューズの交換

電源ヒューズはEX20/40/40Hの 入力基板に装着されています。ヒューズ変換は下記の手順で行いますが、

ヒューズが溶断した原因の調査を必ず行って下さい。

●交換手順

(1)電源を切 りROMモ ジュールを取 り外 します。

正面カバーツメ 12)正面カバーのネジをゆるめ正面カバーを取り外しま

す。

G)ヒューズは入力基板上に装着されています。

(4)溶断したヒューズを取 り外 し、新 しいヒューズを装

着します。

15)正面カバーを取 り付けます。正面カバーのツメが正

しく挿入されていることを確認して下さい。

またカバー取付ネジは3～ 5 kgocmの トルクで締

めつけ、ネジ山を壊さないように注意 して下さい。

／

‐

ヽ

ヽ

ヒュー ズ

-41-



第5章  保守と点検

5.5 自己診断表示

システムの異常には様々な要因が考えられますが、EX内 部の動作に異常が発生した場合、LCDプ ログラマを

接続しますとEXの 停止要因が自己診断により、エラーコードとして表示されます。

エラーコー ド表示 内 容 復 帰 処 置

メ
モ
リ

。
本
体
エ
ラ
ー

ERR.10 USERPRG プログラムの破壊 1)プ ログラムが PC本 体メモリ (RAM)に 記憶されて

いる時 :

●エラー表示画面を正 しいプログラムに書き直す

0メ モリ内のプログラムをクリアする (もう一度プ

ログラムを書き直す)

2)ROMモ ジュールが装着されている時 :

ROMの 内容を本体メモリ(RAM)に 転送 し、RAM

内で書き直す

また再び消去されたROMへ 転送する

3)END命 令がない場合、END命 令を書込む

ERR.1l CPU P C 本 体 C P U 部 の

故障

PCを 修理に出す (ユニット交換)

ERR.12 BATTERY メモ リ (RAM)バ ノヽ

クアップ用バ ッテ リ
ーの電圧低下

バ ッヽテリの変換をする

ERR.13 DATA 伝送データエラー 1)PC本 体との接続ケーブルを正 しく接続 し直す。

2)PCを 修理に出す (ユニット変換)ERR.14 ANSヽ VER 伝送停止

培ERR.11～ERR.14まではタイマ/カウンタアクセスユニットでも確認出来ます。

キEXの 表示ランプ
“
ERROR"LEDが 点灯した場合、HALT/RUNス イッチをHALTに した後、一度エラーリセット(電源を切り、再び

投入又は、プログラマでコマンド2を実行)を してから復帰処置を行って下さい。
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6.1 LCDプ ログラマ

■ LCDプ ログラマ仕様

プログラミングはLCD画 面 (8行 、 9接 点+1コ イ

ル)を 使用し、シーケンス図をそのまま入力すること

ができます。次の様な機能を持っています。

●プログラムのモニタ

●プログラムの書込、挿入、削除

●命令の検索、タイマ/カウンタ設定値の変更

●入出力、各命令の検索、モニタ、定数の設定

●入出力のロータリモニタ、ブロックモニタ、 トレ

ースモニタ

●入出力の強制 ON・ OFF

●PROMの 書込等オプション機能の実行命令

●PC本 体の起動、停止指令

●自己診断表示

項 目 仕 様

使用温度 0°C～ 40°C

保存温度 -20°C～ 60°C

湿度 10%～ 95%RH,結 露のないこと

耐振動 JISC091lII B 3種 (16.7Hz、 3mmP― P、X、Y、Z各 方向30分)

耐衝撃 JISC0912(XYZ方 向10G-3回 )

雰囲気 可燃性,腐 食性ガスのないこと

液晶表示器寿命 50,000H

外形寸法 (mm) W220× H100× D33
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6.2 タイマ/カウンタアクセスユエット

タイマ/カウンタアクセスユニットはタイマまたはカ

ウンタの設定値をオンライン中、容易に変更すること

ができ、また8セ グメントLEDに よリアドレスと設

定値 。現在値をモニタすることができます。

●タイマまたはカウンタの設定値変更

●タイマまたはカウンタの設定値モニタ

●タイマまたはカウンタの現在値モニタ

●本ユニットまたは接続 PCの 自己診断表示

■タイマ/カウンタアクセスユニット仕様

項 目 仕 様

使用温度 0°C～ 60°C

保存温度 -15°C～ 75°C

湿 度 10%～ 95%RH,結 露のないこと

耐振動 JISC091lII B 3種 (16。3Hz、 3mmP― P、X、Y、Z各 方向各30分)

耐衝撃 JISC0912(XYZ方 向10G-3回 )

雰囲気 可燃性,腐 食性ガスのないこと

外形寸法(mm) W220× H100× D33
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6。3 ROMモ ジュー'レ

またEX20/40/40Hは本体にROM

書込むためにROMラ イタを必要と

E X 2 0 / 4 0 / 4 0 Hは 、内蔵の R A Mの ほかに、R O Mモ ジ

ュールに記憶されたプログラムを実行することができ

ます。EX20/ 4 0 / 4 0 H用のROMモ ジュールとしては

次の 2種 類があ ります。

●EPROM (EX2040 RW1 64)

●EEPROWI(EX2040 RM 16)

ライ ト機能を内蔵 していますので、ROMモ ジュールにプログラムを

しません。また EEPROMモ ジュールの場合には消去 も本体のみで行

えます。

(ROMモ ジュールの使用方法についてはプログラミング説明書を参照)

■ROMモ ジュール仕様

③エンド命令を書き込む

*2・ EX28Bで は RM64、 RM16と もROM運 転、本体への読込みはできますが、ROMへ の書込みはできません。

・EX28B用 の ROMモ ジュールとしてEX28**RM17を 準備しています。

米1・EX40H(2k)でEEPROMの運転はできますが、EEPROMへの書込みはできません。
・

迅懇 を
書込まれた

篭 巽 雖 錐 ぎ

に読込むた射韓 冴Ψ オ お 変帥 要で曳

②エンド画面を表示させる
   日 固

日 □圏 固

EX2040 RW164 EX2040 Rヽ416

素 子 2764相当 紫外線消去型 PROM 48016相当 電気的消去型 PROM

メ モ  リ 容  量 4kス テ ップ lkス テップ

肖 去 器 紫外線消去器 EX20/40/40H

適

用

機

種

EX20 ① ○

EX40 ○ ○

EX40H(lk) ① ①

EX40H(2k) ○ △
Ⅲl

EX28B △
Ⅲ2 △

Ⅲ2
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6.4 プリンタインターフェイスユエツト

ROMモ ジュール プリンタインターフェイスユニットはROMモ ジュー

ル挿入により、既存のROMプ ログラムを簡単な操作

でプリントアウトすることができ、またこれにより、図

面保存、回路チェック、多重出カチェック、スキャン

タイムの概算等が行えます。

●プリントアウト

ラダー図

クロスリファレンスリスト

デバイスユースマップ

インストラクションユースマップ

●印字方式

ドットイメージモード

キャラクタモード

●通信方式

セントロエクス準拠(パラレルインターフェイス)

RS232C(シ リアルインターフェイス)

■プリンタインターフェイスユニット仕様

ンタインターフェイスユニット

項 目 仕 様

電源電圧 AC90～ 132V中 、47～ 63Hz

消費電力 6 V A以 下

瞬時停電 10ms以 内で連続運転

絶縁耐圧 AC1500V-1分 間

使用温度 0°C～ 40°C

保存温度 -15°C～ 70°C

湿度 30%～ 90%RH、 結露のないこと

耐振動 JISC091lII B 3種 (16.7Hz、3mmP― P、X、Y、Z各 方向30分)

耐衝撃 JISC0912(X、Y、Z各 方向10G-3回 )

耐ノイズ 1000V-l μs

雰囲気 可燃性、腐食性ガスのないこと

外形寸法 (mm) W180 X H255× D47

林AC180～ 250Vタ イプ有

-46-



第7章 付

ア.l EX40H2 kメモリタイプ使用上の注意

EX40H 2 kス テップメモリタイプを使用する場合、次の制約がありますのでご注意下さい。

(1)プログラマとしてはLCDプ ログラマ VER.2(型 式 EX2040 PRGC)が 必要です。旧型プログラマ (型

式 EX2040 PRCA)を 使用した場合には、 lkス テップまでしかプログラミングできません。

(2)EEPROMタ イプの ROMモ ジュール (型式 EX2040 RM16)は メモリ容量が lkス テップですから、

この EEPROMに 対 して消去、書込、比較はできません。

(3)EX20、EX40、 EX40H(lk)に よって書込まれた ROMモ ジュールのプログラムをEX40H(2k)

に読込む場合は、次のフォーマット変換 (lk→ 2k)を 行なって下さい。

①通常の読込み操作
 団 □ □ 固

②ROMモ ジュールを取外す。(電源をOFFす ること)

③エンド画面を表示させる匠ヨ匿ヨ

④エンド命令を書き込む匠ヨ置ヨ匡∃□ 匿∃
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712 御注文型式リスト

●基本ユニット(電源電圧 AC85～132/170～250V)

●基本ユニ ッ ト (電源電圧 DC24V)

機 種 入 力 方 式 出 力 方 式 型 式

EX20

(12(I)/8(0))

無 電 圧 接 点 入 力

リ レ ー 出 力 EX20ネ lMCRB5

トラ イ ア ッ ク 出 力 EX20ネ lMCAB5

トラ ン ジ ス タ 出 力 EX20ネ lMCDB5

A C 1 0 0 V入 力
リ レ ー 出 力 EX20*lMARB5

トラ イ ア ッ ク 出 力 EX20+lMAAB5

DC 24 V入 力
リ レ ー 出 力 EX20Ⅲ lMDRB5

トラ ン ジ ス タ 出 力 EX20キ lIMDDB5

EX40

(24(I)/16(0))

無 電 圧 接 点 入 力

リ レ ー 出 力 EX40*lMCRB5

トラ イ ア ッ ク 出 力 EX40Ⅲ lMCAB5

トラ ン ジ ス タ 出 力 EX40ネ lMICDB5

AC100V入 力
リ レ ー 出 力 EX40ネ lWIARB5

トラ イ ア ッ ク 出 力 EX40ホ lIMAAB5

D C  2 4  V入 力
リ レ ー 出 力 EX40*lWIDRB5

トラ ン ジ ス タ 出 力 EX40*lMDDB5

EX40H

(24(I)/16(0))

無 電 圧 接 点 入 力

リ レ ー 出 力 EX40HlMCRB5

トラ イ ア ッ ク 出 力 EX40HlMCAB5

トラ ン ジ ス タ 出 力 EX40HlMCDB5

A C 1 0 0 V入 力
リ レ ー 出 力 EX40HllMARB5

トラ イ ア ッ ク 出 力 EX40HlMAAB5

DC 24 V入 力
リ レ ー 出 力 EX40Hlヽ こDRB5

トラ ン ジ ス タ 出 力 EX40HlMDDB5

E X 4 0 H  2 kメ モ リ

(24(1)/16(0))

無 電 圧 接 点 入 力

リ レ ー 出 力 EX40HlMCRC5

トラ イ ア ッ ク 出 力 EX40HlMCAC5

トラ ン ジ ス タ 出 力 EX40HlMCDC5

AC100V入 力
リ レ ー 出 力 EX40HlMARC5

トラ イ ア ック 出 力 EX40HlMAAC5

機 種 入 力 方 式 出 力 方 式 型 式

EX20

(12(1)/8(0))
無 電 圧 接 点 入 力

リ レ ー 出 力 EX20+lMCRB6

トラ ン ジ ス タ 出 力 EX20本 lMICDB6

EX40

(24(I)/16(0))
無 電 圧 接 点 入 力

リ レ ー 出 力 EX40キ lWICRB6

トラ ン ジ ス タ 出 力 EX40本 lMCDB6

EX40H

(24(I)/16(0))
無 電 圧 接 点 入 力

リ レ ー 出 力 EX40HlMCRB6

トラ ン ジ ス タ 出 力 EX40HlMCDB6
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●拡張ユニット(電源電圧 AC85～ 132/170～250V)

●拡張ユニ ッ ト (電源電圧 DC24V)

機 種 入 力 方 式 出 力 方 式 型 式

EX20拡張

(12(I)/8(0))

無 電 圧 接 点 入 力

リ レ ー 出 力 EX20求 lECRA5

トライア ック出力 EX20*lECAA5

トラ ン ジ ス タ 出 力 EX20ネ lECDA5

AC100V入 力
リ レ ー 出 力 EX20*lEARA5

トラ イ ア ウ ク 出 力 EX20ネ lEAAA5

D C  2 4  V入 力
リ レ ー 出 力 EX20*lEDRA5

トラ ン ジ ス タ 出 力 EX20*lEDDA5

EX40拡 張

(24(D/16(0))

無 電 圧 接 点 入 力

リ レ ー 出 力 EX40*lECRA5

トラ イ ア ッ ク 出 力 EX40*lECAA5

トラ ン ジ ス タ 出 力 EX40*lECDA5

A C 1 0 0 V入 力
リ レ ー 出 力 EX40*lEARA5

トラ イ ア ッ ク 出 力 EX40ホ lEAAA5

D C  2 4  V入 力
リ レ ー 出 力 EX40*lEDRA5

トラ ン ジ ス タ 出 力 EX40*lEDDA5

8点拡張

(EX08)

8点入力

無電圧接点入力 EX08*lECIA5

A C 1 0 0 V入 力 EX08ネ lEAIA5

D C 2 4 V入 力 EX08*lEDIA5

8点出力

リ レ ー 出 力 EX08*lEROA5

トラ イ ア ッ ク 出 力 EX08*lEAOA5

トラ ン ジ ス タ 出 力 EX08米 lEDOA5

4点入力/

4点出力

無電圧接点入力

リ レ ー 出 力

EX08求 lECRA5

A C 1 0 0 V入 力 EX08ネ lEARA5

D C 2 4 V入 力 EX08*lEDRA5

機 種 入 力 方 式 出 力 方 式 型 式

EX20拡張

(12(I)/8(0))
無 電 圧 接 点 入 力

リ レ ー 出 力 EX20*lECRA6

トラ ン ジ ス タ 出 力 EX20*lECDA6

EX40拡 張

(24(I)/16(0))
無 電 圧 接 点 入 力

リ レ ー 出 力 EX40求 lECRA6

トラ ン ジ ス タ 出 力 EX40ネ lECDA6

球拡張ユニットには拡張ケーブル付属
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●周辺機器

Ⅲ旧型 LCDプ ログラマ (EX2040 PRCA)を お持ちで、VER2に 変更 したい方は弊社までご連絡下さい。

●予備品

名 称 仕 様 型 式

L C Dプ ログラマ VE R , 2牟 標準ケーブル付属 EX2040PRCC

ROMモ ジュール
EEPROM EX2040RW116

EPROM EX2040RM64

タイマ/カウンタ アクセスユニット 標準ケーブル付属 EX2040TCUB

タイマ/カウンタ アクセスユニット

用アタッチメント(パネル取付用)

ガラスカバー無 し EX2040ATlA

ガラスカバー付 き EX2040ATlB

プ リンタインターフェイスユニット

(電源電圧 AC80～ 132V)

セントロニクス準拠 EX2040PIFAユ

セントロエクス、RS232C EX2040PIFBl

名 称 仕 様 型 式

拡張ケーブル

ケーブル長30cm(標 準付属品) EX2040PEXPC

ケーブル長50cm EX2040PEXPC5

ケエブル長8cm(EX08に 付属) EX2040PEXPC08

プログラマ用ケーブル ケーブル長2m(標 準付属品) EX2040PPRCA

バッ|テl) リチウム電池 3V-1200mAh EX2040PBATT

ヒューズ AC250V一 ‐3A EX2040PFU30
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7.3 サービスセンターリスト

EXシ リーズのプログラマブルコントローラに異常が発生 した場合には、最寄 りの TOSFAサ ービスセンタ

ーまで御連絡下さい。

なお、御連絡の際には下記の項 目についてお知らせ下さい。

弊社では故障品の早期修理、分析、同種事故再発防止等アフターサービスに努力しておりますので御協力お

願い致 します。

1.故障品の品名

2.故障品の型式

3.故障品の製造番号

4.異常発生日時

5.異常発生場所の環境 (温度、湿度、ガス、 じん埃、振動)

6.異常発生の詳細 (現象等、お気付きの点をできるだけ詳しくお願い致 します。)

・トラブルシューティングのフローに従ってチェックした結果

・異常は電源の投入時か運転中か

。電源再投入で復旧するか

・基本ユニット上の状態表示 LEDの 点灯状態

・プログラマを接続 したときのエラーメッセージ

7.その他 (御意見、御質問)

●サービスセンターリス ト

各地区サービスセンター 所住 電 話 番 号

T O S F A北 海道サービスセ ンタ丁

TOS F A東  北サービスセ ンター

TOS F A関  東サービスセ ンター

TOS F A中  部サービスセ ンター

TOS F A関  西サービスセンター

TOS F A中  国サービスセンター

TOS F A九  州サービスセンター

札幌市中央区北一条西 7-3

仙台市一番町 2-8-18

東京都府中市武蔵台 1-1-15

名古屋市中区栄 2-13-1

大阪市大淀区本庄西 2-22-17

広島市大手町 2-7-10

福岡市博多区博多駅前 1-4-1

0 1 1 - - 2 5 1 - - 4 4 5 1

0 2 2 2 - 6 5 - - 4 0 5 2

0 4 2 3 - - 3 3 - - 6 3 7 3

0 5 2 - 2 0 3 - 5 7 5 1

0 6  - 3 7 6 - 0 5 3 8

0 8 2 - - 2 4 9 - 3 3 3 2

0 9 2 - - 4 1 1 - - 2 1 5 0
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